
◆ 発表対象： シンポジウムの開催目的に沿った、研究・適用・推進・実践・開発などの原著報告。
日本国内および海外から広く公募しています。

◆ 発表形態： オーラル発表： 各30～40分 (討論 7～10分を含む) 、ダブルトラック の予定

ポスター発表： 各セッション(約80分) 紹介(逐次各3分) の後並行発表(6～10件程度)

◆ 発表申込み： 申込み書、和文概要 (著者、タイトル、概要＋説明 (A4 1頁))、英文概要
指定書式 (日本TRIZ協会サイトに掲載) で記載の上、メール添付でお申込み下さい。

◆ 準備日程： 5月15日(火) 発表申込み 締切
6月11日(月)頃 プログラム発表、参加者募集開始
7月23日(月) 最終原稿締切

◆ 詳細参照： 日本TRIZ協会 Web サイト: http://www.triz-japan.org/

◆ 申込先： Eメール sympo@triz-japan.org (担当: プログラム委員会 中川 徹、小西 慶久) 

◆ 開催日時 ： 2012年 9月 6日（木）、7日(金)、8日(土)    [3日間]

◆ 開催場所 ： 早稲田大学 西早稲田キャンパス (理工キャンパス) 55号館
東京都新宿区大久保3-4-1 （JR山手線 高田馬場駅、西武線 高田馬場駅 徒歩15分
地下鉄東京メトロ 副都心線 西早稲田駅 直結）

◆ 開催目的 ： 日本におけるTRIZとその関連分野での発表・討論・交流の場を提供する。
1．創造的な技術革新の技法「TRIZ」とその関連分野での発表・討論・交流を行う。
2．TRIZ に関して、その技術レベルの向上と普及・推進・適用のしかたの向上に資する。
3．日本と世界のTRIZ 関係者の交流を図り、TRIZ の理解と普及を促進する。

◆ 主題 ： TRIZ思考で、プロセスを変える、夢をかなえる！ (Realize Your Dream with TRIZ Thinking !)

◆ 主要内容： 第1日： チュートリアル と テーマ講演 （日本語トラック）
(計画中) アドバンストセミナー (英語トラック) 

第2日： 開会挨拶、基調講演、オーラル発表、ポスター発表、夕食交流会
第3日： オーラル発表、ポスター発表

◆ 基調講演 ： 「"How TRIZ can contribute to a paradigm change in R&D practices" 」

Denis Cavallucci 氏 (INSA-Strasbourg 准教授、フランス)

第8回日本TRIZシンポジウム 2012

開催計画： さらに発展した、TRIZシンポジウムを開きます

主催: 
NPO法人 日本TRIZ協会

発表募集： あなたの、あなたの組織の、実践・成果を発表ください

NPO法人 日本TRIZ協会 事務局
〒111-0053 東京都台東区浅草橋５－５－７ 秋葉原イーストビル４F 

TEL：03-5809-2413（TRIZ協会） FAX：03-5809-2412 E-mail：info@triz-japan.org


